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9月号

ふくおかけん

委員会活動がスタートしました！

　
６
月
29
日
、
県
Ｐ
の
令
和
６

年
度
の
委
員
総
会
が
開
催
さ

れ
、
本
年
度
の
委
員
会
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
開
催
に

あ
た
り
、
鬼
頭
良
典
会
長
が
あ

い
さ
つ
。
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

は
な
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
。
皆
さ

ん
の
声
を
吸
い
上
げ
、
ご
意
見

を
大
事
に
進
め
て
い
き
た
い
。

昨
今
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
も
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・
考
え
方
が

あ
る
。
前
例
踏
襲
で
は
な
く
、

新
し
い
時
代
に
合
っ
た
か
た
ち

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
、

各
委
員
の
皆
さ
ん
へ
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
総
務
、
研
修
、

広
報
、
安
全
・
調
査
、
家
庭
教

育
の
５
つ
の
委
員
会
に
分
か
れ

て
、
第
１
回
目
の
委
員
会
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
。
前
年
度
の
委
員

長
が
活
動
内
容
な
ど
の
説
明
を

行
い
、
自
己
紹
介
な
ど
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
各
委
員
会
の

正
副
の
委
員
長
も
選
出
・
承
認

さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ

て
１
年
間
楽
し
く
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
意
欲
を
高
め

ま
し
た
。

　福岡県PTA連合会（県P）では５つの委員会を設置し、県Pの運営やさまざまな行事を行っています。
　６月29日、委員会総会と第１回委員会が開催されました。本年度も各委員会で各単位PTA（単P）の皆さんの声を
反映し、運営や企画に生かしていきます。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
。

時
代
に
合
っ
た
か
た
ち
で
取
り
組
み
を

委
員
総
会
開
催

１面………令和６年度 委員総会・委員会活動
２－３面…令和６年度 県P役員・委員名簿／
　　　　　PTA通信／
　　　　　県青少年育成課からのお知らせ
４面………食べるってなあに／
　　　　　広報紙づくり研修会報告

9月号 もくじ

令和
６年度

県Ｐ
５つの
委員会

時代に合わせた会則
の検討・見直しや、県
教育委員会への陳情
などを行います。特に
陳情活動は、アンケー
ト結果をもとに単Pの
皆さんの声を県に届
ける重要な機会となっ
ています。市町村代表
者会議の企画・運営
も行います。

総務委員会

PTA役員研修会の企
画・運営が主な活動
です。単位PTAの活
動に役員として携わ
る皆さまが楽しく活
動していただくため
に、さまざまな「学
び」を提供します。ま
た、スポーツ等を通
じての交流会も企画
します。

研修委員会

鍋山義幸 委員長
（仲津中学校）

郷原真一 委員長
（南風小学校）

県Pが家庭で
の子育て力向
上を目指して
取り組む“新”
家庭教育宣言
の啓発・推進
を行います。
「まなびのひ
ろば」と同時開催の実践
報告会で取り組みの工夫
や成果を共有し、各家庭
での学びに生かしていま
す。

家庭教育委員会

本村慎太郎 委員長
（三河小学校）

県PTA新聞の発行の
他、ホームページや
SNSの活用、広報紙づ

くり研修会の企
画・運営などを
行います。研修会
や学校行事に取
材に行くこともあ
ります。皆さんの
単Pでのユニーク
な 活 動 が あ れ
ば、どしどし情報
お寄せください！

広報委員会

子どもたちを取り巻く環境についてアン
ケート調査を行い、発表しています。その
他、三P協※が持
ち回りで開催す
る「学ビバ！！
FUKUOKA」
への参加も。
来年度は県P主
体での開催とな
るため、その企
画も行っていき
ます。
※福岡市P・北九州
市P・福岡県P

安全・調査委員会

大谷仙覚 委員長
（新入小学校）

久保貴弘 委員長
（福間中学校）

全体会で各委員の役割や活動内容について説明。
その後、第1回目の委員会が開催されました。
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　本校は、明治11年に創立した歴史ある学
校です。大牟田市の北部に位置し、甘木山や
隈川など水と緑に恵まれた環境のもと、児
童はのびのびと学校生活を送っています。
　「魅力あるPTA活動を充実させ、積極的
に参加しよう」をPTA総括目標として、家庭
と学校が一体となり、毎年、さまざまな活動
に取り組んでいます。
　昨年度の親子学習会では、５年生が陶芸
に取り組み、親子で皿や湯飲みなどの「世
界に１つだけの器」を製作しました。
　また、本年度の活動としては、たくさんの
保護者、地域の皆さま方にご協力いただ
き、運動場や学校周辺の環境ボランティア
活動を行いました。７月の暑い中での作業
でしたが、熱心に作業をしていただき、運動
場も校舎周辺も見違えるほどきれいになり
ました。活動の中で、保護者と地域の方々
の交流の場もあり、楽しく作業を行うことが
できました。
　本年度は、「親と子」のつながりはもちろ
んのこと、「学校と保護者と地域」のつなが
りも大切にしながら、三位一体となって倉
永小学校の子どもたちのためにPTAとして
サポートしていきたいと思います。

（倉永小PTA会長　中山　歩）

　香春思永館は開校４年目の義務教育学
校です。田川郡香春町にあった４小学校と
２中学校の６校がひとつになり、町内で唯
一の学校になりました。
　ふるさと学習として、１～５年生は芋掘り、
河川環境学習、タケノコ掘りや田植え・稲刈
りなどの体験学習や、旧香春小学校で行わ
れていた盆踊りを地域の方々の指導のもと
行っており、６年生は旧勾金小学校で行わ
れていた和太鼓演奏に取り組んでいます。
　また、開校当初よりスクールバスも運行し
ています。たくさんの地域の方が子どもたち
の見守り活動を積極的に行ってくださり、な
くてはならないとてもありがたい存在です。
　PTA活動は各専門委員になった方が考
え、これまで慣例で行っていたことでも委
員の中で行わないという判断をすればそれ
で構わないと考えています。昨年は採銅所
コミュニティセンターで親子料理教室を行
い、大変好評でしたが、今年どうするのかは
委員の皆さんに任せています。
　PTA活動を行うことは時間や労力を要し
ますが、達成感はかけがえのないものとな
り、会員の皆さんの貴重な体験になると
思っています。

（香春思永館PTA会長　岩谷裕子）

やりたいことを全力で
【筑豊】香春町立香春思永館舫

い
フ
ォ
ー
ラ
ム
’24
の
様
子

7月に行った環境ボランティア活動 昨年はフレンチトーストなどを作りました

　創立19年目を迎えたコミュニティ・スクー
ル春日市立白水小学校は、協働のまち「か
すが」の南西部に位置する、児童数393名
の学校です。
　新型コロナウイルス感染症が５類感染症
へ分類変更となり、学校行事やPTA活動が
徐々に従来の形に戻りつつあります。本年
度、PTA活動も「楽しく・笑顔で・一歩ずつ」
をスローガンとして、学校教育の主人公であ
る子どもたちにとって「必要な活動」を見極
めていきながら、時代に合った活動に移行
していけるように努力しています。
　令和６年６月22日に行った「舫いフォーラ
ム’24」では、今までのバザー形式ではなく、
子どもたちの安全で楽しい生活のために
「親子交通安全教室・福岡県警察音楽隊
の演奏会」と、保護者や地域の方々の支援
を得て提供品を集めた「学用品譲渡会」を
同日開催しました。参加者・支援者の笑顔
いっぱいの活動となりました。
　今後も、子ども・家庭・学校・地域とのつ
ながりを大切にしながら、コミュニティ・ス
クールのもつパワーを最大限発揮していけ
るよう連携していきたいと思います。

（白水小PTA会長　今戸達也）

楽しく・笑顔で・一歩ずつ
【福岡】春日市立白水小学校

三位一体のPTA活動
【南筑後】大牟田市立倉永小学校

★

★

★

もや

　役員（会長・副会長）・監事　
会　　長　鬼頭　良典　　仲 津 小（京　築）
副 会 長　松尾菜美子　　福 吉 中（福　岡）
　 〃 　　杉山美智子　　大 木 中（南筑後）
　 〃 　　星野美由紀　　筑後北中（南筑後）
　 〃 　　藤野　　勇　　直方東小（北九州）
　 〃 　　平嶋　祐介　　嘉 穂 小（筑　豊）
　 〃 　　藤原健太郎　　泉　　小（京　築）
　 〃 　　荒瀬　斉志　　山 家 小（福　岡）
　 〃 　　石井　亮多　　中牟田小（北筑後）
　 〃 　　永田　健一　　橘　　中（南筑後）
　 〃 　　吉本　光博　　芦屋東小（北九州）
　 〃 　　岩谷　裕子　　香春思永館（筑　豊）
　 〃 　　山下　鉄平　　行 橋 小（京　築）
監　　事　大藪　耕士　　大 莞 小（南筑後）
　 〃 　　香月まゆみ　　遠 賀 中（北九州）

　総務委員会　（委員12名）
委 員 長◎鍋山　義幸　　仲 津 中（京　築）
副委員長◎平野　幸磨　　山 川 中（南筑後）
委　　員　永原　弘貴　　神興東小（福　岡）
　 〃 　　久我　尚史　　秋 月 小（北筑後）
　 〃 　　近藤　将隆　　田 口 小（南筑後）
　 〃 　　松岡　尚志　　城 内 小（南筑後）
　 〃 　　清原　一樹　　幸 袋 小（筑　豊）
　 〃 　　森部　麗華　　三 並 小（北筑後）
　 〃 　　山之内千恵　　仲 津 中（京　築）
　 〃 　◎藤井　浩彦　　大野東中（福　岡）
　 〃 　　宮城　　強　　行 橋 小（京　築）
　 〃 　　河野　泰紀　　行 橋 中（京　築）
担当副会長　星野美由紀　会務担当（南筑後）
　　〃　　　石井　亮多　ブロック代表（北筑後）

　研修委員会　（委員12名）
委 員 長◎郷原　真一　　南 風 小（福　岡）

副委員長◎焼山　純一　　三 並 小（北筑後）
委　　員◎志道　吉和　　中間南中（北九州）
　 〃 　　尾﨑　貴裕　　三 潴 中（北筑後）
　 〃 　　中島　伸吾　　大 溝 小（南筑後）
　 〃 　　野田　優作　　下広川小（南筑後）
　 〃 　　川津圭一郎　　中元寺小（筑　豊）
　 〃 　　藤川　哲晃　　与 原 小（京　築）
　 〃 　　早野　公子　　芦屋東小（北九州）
　 〃 　　川原千恵香　　新 入 小（北九州）
　 〃 　　城戸　昭彦　　須恵第二小（福　岡）
　 〃 　　浦　　竜臣　　十文字中（北筑後）
担当副会長　平嶋　祐介　会務担当（筑　豊）
　　〃　　　山下　鉄平　ブロック代表（京　築）

　広報委員会　（委員12名）
委 員 長◎大谷　仙覚　　新 入 小（北九州）
副委員長◎穗坂　一哉　　桂 川 小（筑　豊）
委　　員　岩重　雅夫　　那珂川中（福　岡）
　 〃 　　野上　美徳　　江 南 小（北筑後）
　 〃 　　亀澤　秀美　　駛 馬 小（南筑後）
　 〃 　　小田　珠樹　　牛 隈 小（筑　豊）
　 〃 　　泉　　由奈　　白 水 小（福　岡）
　 〃 　　大場　祐子　　香春思永館（筑　豊）
　 〃 　　山口　由貴　　三毛門小（京　築）
　 〃 　◎江上　征一　　味 坂 小（北筑後）
　 〃 　　尾畠　義弘　　上陽北汭学園（南筑後）
　 〃 　　市川　　修　　嘉 穂 小（筑　豊）
担当副会長　藤野　　勇　会務担当（北九州）
　　〃　　　岩谷　裕子　ブロック代表（筑　豊）

　安全・調査委員会　（委員13名）
委 員 長◎久保　貴弘　　福 間 中（福　岡）
副委員長◎村上　忠輔　　伊 田 小（筑　豊）
委　　員◎後小路泰継　　大 村 小（京　築）
　 〃 　　稲永　隆一　　宇 美 小（福　岡）

　 〃 　　松岡　孝仁　　篠 栗 中（福　岡）
　 〃 　　今戸　達也　　白 水 小（福　岡）
　 〃 　　岩本　遼太　　頃 末 小（北九州）
　 〃 　　木原　悠介　　小竹南小（北九州）
　 〃 　◎下原　仁美　　高 取 小（南筑後）
　 〃 　　髙田　慶子　　那珂川中（福　岡）
　 〃 　　中村　敬子　　御 原 小（北筑後）
　 〃 　　塩田　昌伸　　新 入 小（北九州）
　 〃 　　小林　広史　　飯塚第一中（筑　豊）
担当副会長　杉山美智子　会務担当（南筑後）
　　〃　　　永田　健一　ブロック代表（南筑後）

　家庭教育委員会　（委員12名）
委 員 長◎本村慎太郎　　三 河 小（南筑後）
副委員長◎肥山　浩三　　御 原 小（北筑後）
委　　員　中原　理臣　　前原東中（福　岡）
　 〃 　　森　　竜洋　　大善寺小（北筑後）
　 〃 　　中尾　　仁　　筑 後 小（南筑後）
　 〃 　　田口　浩史　　築 城 中（京　築）
　 〃 　◎森山　真実　　上陽北汭学園（南筑後）
　 〃 　　内田　明子　　中牟田小（北筑後）
　 〃 　　田村やよい　　方 城 中（筑　豊）
　 〃 　　鳥羽　和毅　　須恵東中（福　岡）
　 〃 　　田中　啓吾　　駛 馬 小（南筑後）
　 〃 　　川原　国章　　直方第二中（北九州）
担当副会長　藤原健太郎　会務担当（京　築）
　　〃　　　荒瀬　斉志　ブロック代表（福　岡）
　　〃　　　吉本　光博　ブロック代表（北九州）

福岡県 PTA連合会事務局
【事 務 局 長】池上　利之
【事務局次長】城戸みゆき
【事務局職員】奧　真由美

令和６年度 福岡県ＰＴＡ連合会 役員・委員名簿　（◎は理事）
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　今年５月、教頭先生よりうれしい知らせ
が届きました。ダメもとで応募していた県Pの
「広報紙コンクール」に入賞したとの知ら
せ。役員一同、予想もしていなかっただけに
驚きを隠せませんでした。
　私たちの広報紙「ひろば」は広報委員会
が中心となり、PTAの活動、保護者や地域
へのお知らせなど、これまでも工夫を凝らし
て紙面を作成していました。この年からは
『生徒たちにも参画してもらい』、『生徒が
楽しみながら読める』広報紙を主な目的と
して作ろうと考えました。そこで美術部員に
題字のイラストを描いてもらい、①実際に題
字として使わせてもらう、②題字としては使
わなかった作品を紙面の至るところに配置
し、探してもらうなどゲーム的な要素を取り
入れました。
　また、一昨年に参加させていただいた県
Ｐ主催の「広報紙づくり研修会」で学校行
事ばかりを掲載するのではなく、PTAとして
の活動を掲載し、読む人に伝えるのがPTA
広報紙であると教えてもらい実践したことも
今回の受賞につながったと思っています。こ
れからも作る方も読む方も楽しくなる広報紙
を目指して精進していきます。

（中間東中PTA会長　八木秀和）

　本校は、柿・ぶどう・なし・もも等、１年を
通してフルーツ栽培の盛んなうきは市にあ
る小学校です。今年度は、「みんなでつくろ
う　子どもの笑顔～進んでかかわろう　つ
ながろう！」をPTA目標に掲げて、各種PTA
活動に取り組んでいます。その活動の１つで
もある学級委員会主催の「親子自転車教
室」について紹介します。
　本校校区内には、市立の自動車学校があ
ります。本校では、自動車学校の協力を得
て、自転車に乗り始める３年生児童とその
保護者を対象とした自転車教室を年度当初
に開催しています。自動車学校を会場とす
ることで、大きな利点が２つあります。
　１点目は、自動車学校コースで演習を行
うことで、本物体験ができること。２点目
は、自動車学校の先生という専門の方から
指導を受けることができることです。
　また、子どもだけでなく親子で参加するこ
とで、親子で交通ルールや安全な自転車の
乗り方を確認できるとともに触れ合いの機
会にもなっています。
　このように親子で「かかわる・つながる」
PTA活動を充実させ、子どもの笑顔をつくっ
ていきたいと思っています。

（御幸小PTA会長　江口彰啓）

　行橋市立泉中学校は、生徒数397名の学
校です。真面目で礼儀正しく、優しさや思い
やりの心をもった生徒ばかりです。
　コロナ禍を乗り越え、本校PTAでは５月
の体育大会の会場設営を支援しています。
より多くの保護者の皆さまに生徒の姿を見
ていただくため、これまでの地区テント割制
をとりやめ、グラウンド走路を取り囲むよう
に撮影ゾーンを設けました。その結果、多く
の保護者や地域の方々に、生徒たちの一生
懸命な姿をご覧いただけました。
　また９月の文化発表会では、生徒の皆さ
んに昼食等の販売を企画しています。
　このような学校行事の支援のために、規
約を改正し、「参加型実行員」制度をつく
り、役員と共にボランティアをしていただく保
護者の協力を得ることにしました。令和５年
度の実績では延べ150名もの方々が支援をし
てくださいました。また泉校区は各種団体の
組織も充実し、泉安心のまちづくり協議会、
老人会、区長会などと連携するコミュニティ
スクールが発足しており、PTA会長も参加し
ています。今後も泉中の生徒が明るく元気に
安心して学校生活が送れるようにPTAとして
サポートしていきたいと思います。

（泉中PTA会長　寺﨑貴之）

親子自転車教室
【北筑後】うきは市立御幸小学校

保護者の思いを学校支援に活かして
【京築】行橋市立泉中学校

新しい広報紙のカタチ
【北九州】中間市立中間東中学校

撮
影
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ー
ン
を
設
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た
体
育
大
会
の
様
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県Ｐ総会にて表彰していただきました！ 自動車学校で行った「親子自転車教室」

★

★

★

１人で悩まないで

☎ 092-645-2567 学校には
相談したけど･･･

学校には相談
しづらいなあ…対象事案

対象者

開設日時

福岡県いじめレスキューセンターのお知らせ
　福岡県では、いじめの早期発見・解消を図り、重大化・長期化を防ぐため、学
校外の立場で、いじめに悩むこどもや保護者からの相談を受け付けています。

※センターは、民事・刑事上の責任追及、当事
者である児童生徒への直接的な指導を行う
役割は有していません。

いじめレスキューセンター以外に
も、子どもの悩みに対応する相
談窓口を設置しています。

•学校への相談を迷う
いじめ

•学校への相談後、第
三者による支援を希
望するいじめ

メールでの相談や面談
の予約など、詳細はHP
をご確認ください

社会福祉士などの資格を有する
支援員が対応します

県内の小・中・高等学
校・高等専門学校に通う
児童生徒とその保護者

10時～18時
※土曜日・祝日および
年末年始を除く

HPはこちら

詳しくは
こちら
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YouTubeから学んだこと

─ マングースの独り言 ─ Vol.123

食べるってなあに
　食器と本は同じ量を持ちたいと思ったのは料理家になりたての頃。
果たせていない夢はたくさんありますが、77歳になった今、食器棚と本
棚は、ほぼ同じ大きさで部屋を圧迫しています。
　本棚に先輩料理家の旬時記やエッセイ、伝記はかなりの冊数ありま
すが、なぜか料理の本は意外と少ないのです。自然科学や古代史、旅
行記に小説と料理に関係のない本も多いのですが、そこからも仕事へ
の影響はたくさん受けています。
　料理や生活習慣は親から学ぶのが理想なのでしょうが、実母ではな
かったせいか、お互いの遠慮で一緒に台所に立つということがなかった
のです。美しい手さばきで美味しい料理を作る義母でしたから残念な
気もしますが、味覚はしっかりと鍛えてもらったと感謝しています。話が
横道にそれてしまいましたが、料理の学びは人それぞれで、そして生き
ている間、学び続けられると思うのです。
　最近影響を受けているのはYouTube、それも料理研究家リュウジさ
んのバズレシピ。偶然に目にした「エンドレス鶏むねキャベツ」。ザクザク
と切ったキャベツを鍋に入れ、塩こしょうした鶏胸肉を上に乗せ、少しの
酒と水、塩を加えて蓋をし、40分ほど煮て箸で鶏をほぐし、塩こしょうで
味を整えオリーブ油をたらすスープ料理（YouTubeで検索してみてく

ださい）。今までやったことのない料理法なので作ってみました。一口い
ただくと心に染みる優しい美味しさ。なんだかワクワクして数日間で彼の
料理を20品ほど作ってみました。全てが美味しい！簡単、経済的、ヘ
ルシー…家庭料理として理想的です。私も長年、忙しくて、時間もない、
不器用な上にお金もない、それなのに美味しいものは食べたいと思う、
若い頃の私のような人に役立つ料理を目指していたつもりだったのに、
何をしていたのかしら。
　リュウジ氏にはYouTubeのフォロワーが500万人！いるそうですが、
この奇跡の数字にはやはりそれなりの理由があったのですね。
　彼のレシピで親子丼も作ってみました。ついでに人気料理家の
YouTubeも覗いて比べてもみました（しつこい性格なのです）。「鶏肉
を小さく切るのは、口に入れたときに必ず肉の１片が入っているとうれし
いでしょ」「玉ねぎを繊維を断ち切るように切ると、柔らかく煮えてトロトロ
の卵との相性が良いからです」と全てに説明があるのはやはりリュウジ
氏です。なぜそうするのかを聞きたいですね私たち。私も皆さんのお役
に立つために、もっとさまざまなことから学んで、もう一歩皆さんに近づ
きたいと思います。

やまぎわ・ちづえ
食をコミュニケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイザー
を務める。

アイデア、ヒントがいっぱい！

広報委員同士の交流で悩みや疑問を共有

参加者の感
想

広報紙づくり研修会

　５月25日、福岡県中小企業振興センター
にて、第17回広報紙づくり研修会が開催され
ました。
　広報委員になったものの、「広報紙づくり
なんて初めてでどうしていいか分からない」
「何を載せたらいいの？」「ソフトの使い方
は？」などなど、最初は真っ白な広報紙を前
に途方に暮れる方も多いのではないでしょう
か？　そんな方のために、制作の進め方や、
より良い広報紙づくりのアイデアを共有し合
うのが、毎年行われているこの研修会です。
　今年度は令和４年度の広報紙コンクールで
「西日本新聞社賞」を受賞された桜原小PTA
の杉村ひとみさんと、嘉穂中PTAの松岡瞳子

さん、山口希代子さんが登壇し、人脈を生か
した企画の立て方や紙面デザインの工夫な
ど、実践的な広報紙づくりのコツを紹介。「パ
ソコンのスキルが上がった」「保護者同士が
つながり、友だちができた」など、広報委員
を経験した楽しさも語られました。
　後半はグループ討議と、各参加校の広報紙
を見て学ぶワークショップを実施。特にグ
ループ討論は毎年「時間が足りなかった」
「もっと話したかった」という感想が必ず上
がるほど好評です。今回も広報紙づくりの悩
みや困りごとに対し、参加者同士がさまざま
な経験やアイデアを共有できるとても有意義
な時間となりました。

令和６年度

広報紙づくりの豊富な経験をもとに、
実践的な制作のコツを紹介する
杉村さん、松岡さん、山口さん。

他校の広報紙にはヒントがいっぱい。「昨年度、広報紙づくり研修会に参加し、
学んだことを生かして広報紙コンクールで受賞できた」といううれしい報告もありました。

●広報紙づくりの大変さ、テーマを先に決めて作ることな
ど参考になった。
●初めて広報紙づくりに関わるので、いろいろなお話を聞
けてとても良かった。
●使用するソフトや印刷業者、紙面を作るにあたり気をつ
けることなど勉強になった。
●情報交換ができ、自校でも取り入れていきたいと思った。
●他校の広報紙をたくさん手にとることができて楽し
かった。

※アンケートより抜粋


